
計画No.81 固体地球分野 （大規模研究計画）
計画名

リアルタイム観測・超深度掘削・超高圧
実験の統合による沈み込み帯4D描像

～地震・噴火から地球の遠未來まで，
革新的予測科学への挑戦～

小原一成（東京大学地震研究所）

報告者氏名（所属） 平田 直（東京大学地震研究所）

2018/3/28 地球惑星科学分野大型研究計画ヒアリング
日本学術会議 地球惑星科学委員会及び地球・惑星圏分科会
10:30-10:55（発表は10分，質問15分）
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沈み込み帯・マン
トルの動的挙動

③ 超高圧実験による
マントル動的環境再現（数万年から数億年）

②試料採取・原位置計測によ
る地殻～モホ状態把握

（数10年～数万年）

① 「予測」のために、海面・海底・坑内
連続観測によるプレート運動のダイナミ

クスの理解（秒～数10年）

地震・噴火噴火からマントル構造，地球の未来を予測
する革新的地球科学の創出

• 3次元空間と異なる時間スケール（４D)の観測・研究
によるリソスフェアー・アセノスフェアーの動的変形過
程の解明

• 沈み込み帯（地殻・マントル）の動的理解により，地

震発生・火山噴火現象の理解に基づく予測

（１）学術的価値 （1/2)
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（１）学術的価値 （2/2）
この10年で沈み込み帯の理解

が飛躍的に進んだ．
→深部スロー地震と水の役割

地震発生サイクルの理解には、
マンントルの粘性緩和の寄

与が大

火山噴火内陸地震
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水の役割の重要性

• マントルの粘性は，「水」の

役割が決定的に重要．

• 沈み込み帯周辺の「水」の

量と供給・排出過程の解明．

• プレートのダイナミクスの本

質的な理解

超高圧実験によるマントル動的環境再現

試料採取・原位置
計測による地殻～

モホ状態把握

海面・海底・坑内観測に
よるプレート運動のダイ

ナミクスの理解

水

水
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予知協・資料 30－1－14 



（２）実施主体

① 東京大学地震研究所地震火山噴火予知研究協議会：
全国の２６大学部局・研発法人・観測業務機関等
• 科学技術・学術審議会 測地学分科の建議した「災害の軽減

に貢献する地震火山観測研究計画（平成25年度～30年度）
の研究グループ

② 日本地球掘削科学コンソーシアム（Japan Drilling Earth
Science Consortium: J-DESC）
• 正会員54機関、賛助会員12企業

③ 愛媛大地球深部研(GRC)
• 超高圧実験によるマントル動的環境再現

④ 海洋GNSSブイ研究グループ
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（３－１）計画：予算規模と年次計画

現在からの経過年数

予
算

規
模

1億円

10億円

100億円

1年 ３年 ５年 10年 20年

1号機
3億円

2号機
3億円

10台
30億円

30台体制
運用へ

160点
180億円

構造探査
5億円

ﾎﾞｰﾘﾝｸ
ﾞ5億円

分析拠点
20億円

高圧実験装置
20億円

コア解析装置
10億円

超深度掘削
100億円

300点 運用へ

孔内観測 運用へ

ＧＮＳＳブイ
36億円

超深度掘削
孔内観測
105億円

海底ケーブル
190億円

超高圧分析
180億円

量子ビー
ムBL建設
30億円

EWS孔内観測所
5億円
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計511億円

観測点・実験施設設置計画
現状 本提案 最終計画

高圧実
験拠点

高圧実
験拠点

（３－２）計画の実施状況と目標
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高圧実
験拠点

（３－３）地震火山観測研究計画の議論

• 平成２０年７月 前計画建議、平成２１年４月 計画開始

• 平成２４年11月 「地震及び火山噴火予知のための観測
研究計画の見直しについて（建議」） → 超巨大地震

• 平成２５年１１月 「災害の軽減に貢献するための地震火
山観測研究計画の推進について（建議） 」→ 災害科学
の一部

• 平成２６年４月 現行観測研究計画開始

• 平成２８年1月 実施状況等のレビュー （自己点検）

• 平成２９年７月 外部評価

• 平成２９年１０月 第１回次期観測研究計画検討委員会
• 平成３０年３月 平成２９年度成果報告会

• 平成３０年秋 次期観測研究計画の建議
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第５期科学技術基本計画（2016〜2020年度）
第3章経済・社会的課題への対応 重要政策課題

＜国及び国⺠の安全・安心の確保と豊かで質の高い生活の

実現＞

・自然災害への対応

日本学術会議・地球惑星科学委員会 提言：
「これからの地球惑星科学と社会の関わり方について− 東
北地方太平洋沖地震・津波・ 放射性物質拡散問題からの
教訓 」 平成２６年（２０１４年）９月３０日

提言１ 国は海域における地震津波調査観測網を
いっそう整備すべきである

（４）社会的価値（国民の理解，知的
価値，経済的・産業的価値）
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南海トラフ地震や首都直下地震などの巨大災
害の切迫性
南海トラフ地震や首都直下地震などの巨大災
害の切迫性
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地震動
最大30秒程度早く検知
して緊急地震速報に活用

地震動予測
早い避難行動
早い交通機関
の停止
早い操業機械
の停止

地震波速度を7 km/sに仮定 津波の速度を時速623 kmに仮定

津波
最大20分程早く検知して
実測値の情報を発信

津波即時予測
の高度化
沿岸津波高と到
達時刻を迅速に
予測，避難を促進
をする

MOWLASの地震・津波検知への貢献MOWLASの地震・津波検知への貢献
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大型研究計画：４つの必要性

1. 物質・地震・火山に関する地球科学コミュニティーの
総力を結集

2. 4つの大型研究統合によるシナジー効果
 異なる時間スケールの対象・現象の本質的な理

解
3. 5〜10年間で，海陸ケーブル・ブイ観測網，掘削孔内

観測所，高圧実験装置設置
 地球科学コミュニティーの共通価値の創出

4. 国民の学術研究・災害軽減科学への期待
 最先端科学による、科学・防災リテラシーの涵養

５）大型研究計画としての適否
６）国家としての戦略性，緊急性

地震・火山噴火
予知研究協議会

地震研究所東京大学

日本地球掘削科学
コンソーシアム

（J-DESC)

高圧地球惑星科
学コンソーシアム

海洋GNSSブイ
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災害を予
防する

災害から
回復する

災害を予
め知る
（予知）

2018/3/28

「災害を引き起
こす地震・火山
噴火現象」の理

解と予測

地震や火山噴火を
引き起こす環境＝地球

の本質的な理解

地震や火山噴火を
引き起こす環境＝地球

の本質的な理解

本提案計画本提案計画

災害の軽減
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８）計画の独自性・強み，どのようなブレークスルーが期待できるか

科学・防災リテラシーの涵養科学・防災リテラシーの涵養


